６　女性の視点に配慮した避難所チェックシート
　避難所チェックシート(
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· 異性の目線が気にならない物干し場、更衣室、休養スペース等
· 授乳室
· 間仕切り用パーティションの活用
· 乳幼児のいる家庭用エリア 
· 単身女性や女性のみの世帯用エリア
· 安全で行きやすい場所の男女別トイレ（鍵を設置）・入浴設備の設置
（仮設トイレは、女性用を多めにすることが望ましい）
· ユニバーサルデザインのトイレ
· 女性トイレ・女性専用スペースへの女性用品の常備
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· 管理責任者への男女両方の配置
· 自治的な運営組織の役員への女性の参画の確保
（女性の割合は少なくとも３割以上を目標にする）
· 女性や子育て家庭の意見及びニーズの把握

（民間支援団体等の協力によるニーズ調査、意見箱、女性リーダーによる意見の集約等）

· 女性用品（生理用品、下着等）の女性の担当者による配布
· 避難者による食事作り・片付け、清掃等の役割分担

（男女を問わずできる人が分担し、性別や年齢によって役割を固定化しない）

· 相談体制の整備、専門職と連携したメンタルケア・健康相談の実施

（個室やパーティション等を活用し、プライバシーを確保したスペースで実施）

· きめ細かな支援に活用できる避難者名簿の作成及び情報管理の徹底
（氏名、性別、年齢、支援の必要性（健康状態、保育や介護を要する状況等）、外部からの問合せに対する情報の開示・非開示の可否、等）

· 配偶者からの暴力の被害者等の避難者名簿の管理徹底
· 就寝場所や女性専用スペース等の巡回警備、暴力を許さない環境づくり
· 防犯ブザーやホイッスルの配布
· 不安や悩み、女性に対する暴力等に対する相談窓口の周知、男性相談窓口の周知



　応急仮設住宅チェックシート(
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· 応急仮設住宅の計画・設計の意思決定過程への女性の参画
· 誰もが使いやすいバリアフリー仕様の設計
（通路、玄関、風呂等の段差解消、手すりの設置、砂利道の通路を舗装等）
· 応急仮設住宅敷地内の屋外照明の設置、死角の解消
· 入居者同士の交流等が図れるように、集会所、集会スペース等の設置とともに、その運営を支援
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· 管理人への男女両方の配置
· 応急仮設住宅団地における自治会等の育成及び役員へ女性の参画の確保
（女性の割合は少なくとも３割以上を目標にする）
· きめ細かな支援に活用できる入居者名簿の作成及び情報管理の徹底
（氏名、性別、年齢、支援の必要性（健康状態、保育や介護を要する状況等）、外部からの

問合せに対する情報の開示・非開示の可否、等）
· 保健師等の専門職や生活支援員等による入居者の状態把握及び専門的支援の提供

（生活支援員による訪問は男女ペアのスタッフを基本とする（同性によるニーズの聞きと　り、スタッフ側・入居者側双方の安全確保のため）。民間支援団体等との連携を図る）
· 不安や悩み、女性に対する暴力等に対する相談窓口の周知、男性相談窓口の周知
· 自治会や民間支援団体等との連携による生活支援・自立支援の実施


「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」（内閣府　平成25年５月）
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避難所の開設・運営においては、男女のニーズの違いや子育て家庭等のニーズに配慮することが必要です。


女性、子ども・若者、高齢者、障害者等の多様な主体の意見を踏まえた避難所運営を行うため、管理責任者や自治的な運営組織の役員には男女両方が参画します。





女性や子育て家庭に配慮した避難所の開設





男女共同参画の視点に配慮した避難所の運営管理





平常時にしておくべきこと


男女共同参画の視点に配慮した避難所の開設・運営の在り方について、地域防災計画や避難所運営マニュアル等に記載しておくとともに、平常時において、指定避難所とその地域の住民等による組織を作り、訓練等を通じ、災害時に避難所を円滑に開設・運営できるようにしておくことが必要です。





応急仮設住宅の計画・設計において、性別や年齢にかかわらず誰にとっても住みやすい環境を整備し、住民同士のコミュニティ形成がされるよう促します。


女性、子ども・若者、高齢者、障害者等の多様な主体の意見を踏まえた応急仮設住宅運営を行うため、管理人や自治会の役員には男女両方が参画します。


入居者の個別のニーズや状態を把握し、問題の解決に努めます。





女性や子育て家庭に配慮した応急仮設住宅の設置





男女共同参画の視点に配慮した応急仮設住宅の運営
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